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ENEOSグループの中長期的な経営計画1



「今日のあたり前」を支え、

「明日のあたり前」をリードする。

何気ない暮らしを、不断の努力とリーダーシップで支えつづける

変化を楽しみ、多様な人・技術・アイデアの掛け算の発想で、挑みつづける

日々の暮らしの中の、あたり前のような景色。

それらは、「あたり前」にそこにある訳ではない。

「今日のあたり前」の生活があたり前でなかった時代から、

私たちENEOSグループは常に先駆者として、

その時々の日常に不可欠なエネルギー・素材を開発し支えることに全力を注いできた。

そして今、脱炭素・循環型社会という、「明日のあたり前」の実現へ。

そのためには、次世代のエネルギー・素材・サービスが求められている。

私たちはこれからも先頭に立って挑戦し、

次なるあたり前を創りつづける事で、

常に社会から信頼され、求められる存在でありたい。

グループ理念の実現に向けた決意
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社会シナリオ ～2040年に訪れる「明日のあたり前」～

脱炭素エネルギー

EV・シェアリング

分散型再エネ

＋蓄電池

資源（プラ・金属）の

リサイクルインフラ

生活を快適にする多様なサービス

脱炭素・循環型社会という、「明日のあたり前」

デジタル化を支える

次世代先端素材
アグリゲーション
コーディネート

大きな方向性は不変。

変化に向けたスピードは加速。

エネルギートランジションへの挑戦が必須。

2次中計策定時（2020年5月）からの事業環境変化

◼ エネルギーセキュリティの揺らぎ

◼ カーボンニュートラルに向けた社会的コンセンサスの形成

◼ デジタル・トランスフォーメーションのさらなる進展

H2

CO2
＋

SAF

H2
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『エネルギー・素材の安定供給』という責任を、「今」も「将来」も果たしながら、

エネルギーのトランジションによって、『カーボンニュートラル社会』を実現させる。

人類にとっても大きなチャレンジでもあるこの課題を、

私たちＥＮＥＯＳグループは着実に成し遂げていくことで、企業価値の最大化を図っていきます。

ＥＮＥＯＳグループは、

『エネルギー・素材の安定供給』と『カーボンニュートラル社会の実現』

との両立に向け挑戦します。

ENEOSグループ長期ビジョン

長期ビジョン
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長期ビジョン ～ 日本のエネルギートランジションにおける当社の役割／ポジション ～

石 炭

L N G

石 油

原 子 力

2030
（政府想定）

再エネ

✓ 化石エネルギーは2030年でも主要な一次エネルギー

✓ 2030年以降、CCSにより温室効果ガス排出を削減し

ながら円滑なトランジションを支えるエネルギーへ

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
社
会

現

在

✓ 社会がカーボンニュートラルへ進むことは確実

✓ 様々な次世代エネルギーの低コスト化が

検討されているが、将来の主力は不透明

？

環 境 認 識
✓ 科学的検証・国際動向等から社会がカーボンニュートラル（ＣＮ）へ進むことは確実

✓ 一方、ＣＮエネルギーの主役や、必要な技術ブレイクスルーの時期は不透明

✓ 政策動向等を勘案すると、 

本格分岐は2030年頃

社 会 課 題 ✓ Ｓ＋３Ｅ＊を満たしながら、ＣＮ社会へのスムースな転換

複数シナリオを想定したトランジションへの準備 移行期・カーボンニュートラル社会においても、国内のエネルギー供給を支え続ける

石油が中心

－  将来の国内一次エネルギー供給構成のイメージ  －

シェア

15%

シェア

20%

2020年 2050年

再エネ・ＣＣＳ＋化石・

SAF/バイオ燃料・

水素・合成燃料  など

＊安全性(Safety)、安定供給(Energy security)、経済性(Economic efficiency)、環境(Environment)

当社は日本のエネルギートランジションをリードし、カーボンニュートラル社会においても

国内一次エネルギーの２割を供給（SAF・水素・合成燃料で最大シェア）するメインプレイヤーでありたい

2050
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ENEOSグループのカーボンニュートラル基本計画2
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● 2040年度に向けて、当社排出分※のカーボンニュートラル実現を目指す。   
※ Scope1+2が対象

● 2030年度に向けて、温室効果ガス46%の削減※を目指す。
  ※ 2013年度対比

● カーボンニュートラル実現に向け、当社の温室効果ガス排出抑制、
 CCS(CO2の回収・貯留)、CO2除去(森林吸収等)に広く取り組む。

ENEOSグループは「エネルギー・素材の安定供給」と

「カーボンニュートラル社会の実現」との両立に向けて挑戦します。

カーボンニュートラル社会の実現に向けて、
当社の温室効果ガス排出削減を進めるとともに、社会の温室効果ガス排出削減に貢献するため、

「エネルギートランジション」と「サーキュラーエコノミー」を推進します。

社会の温室効果ガス排出削減への貢献当社の温室効果ガス排出削減

ENEOSグループ
長期ビジョン

ENEOSグループのカーボンニュートラル指針

カーボンニュートラルを
取り巻く当社事業領域

● 政府や他企業と歩調を合わせて取り組み、2050年度に向けてScope3を
 含め、カーボンニュートラル実現を目指す。

● エネルギー分野では、再エネ拡大、水素・カーボンニュートラル燃料等の
 早期実用化を通じてエネルギートランジションを推進し、2040年度を
 目途にエネルギー供給あたりのCO2排出量(CI ※)の半減を目指す。

● 素材・サービス分野では、素材原料転換等によるサーキュラーエコノミー
の推進、削減貢献量の拡大に取り組む。

※Carbon Intensity (炭素強度)

カーボンニュートラルを将来の事業の柱に将来の炭素価格上昇に対する備え

＋

※経済産業省公表値をもとに当社試算

日本の一次エネルギーにおける当社寄与率：約15%  (原油・ガスの取扱量換算※)

当社の温室効果ガス排出量(Scope1+2+3)：約2.1億㌧/年 (日本の温室効果ガス排出量:約12億㌧/年)

ENEOSグループのカーボンニュートラル基本計画（2023年5月公表）
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「当社の温室効果ガス排出削減」を進めつつ「社会の温室効果ガス排出削減にも積極的に貢献」

温室効果ガスの排出抑制

CO2の人為的固定化

CO2の自然吸収増加

カーボンニュートラル実現に向けた取組方針

当社の
温室効果ガス

排出削減

社会の
温室効果ガス
排出削減への

貢献

・ (需要に応じた) 適正な原油処理

・ 製造・事業の効率化（省エネ・燃料切替・再エネ活用など）

・ カーボンクレジットの活用

・ CCS (CO2の回収・貯留)

・ CCSを活用したBECCS※１・DACCS※２等の新規手法

・ 森林吸収 (植林・森林管理等)

・ 他の自然吸収手法 (ブルーカーボン・土壌炭素固定等)

・ エネルギートランジションの推進

  (水素・カーボンニュートラル燃料・再生可能エネルギー等)

・ サーキュラーエコノミーの推進

(リサイクル・シェアリング等)

・ 削減貢献につながる製品の供給拡大

エネルギー分野における
排出削減への貢献

素材・サービス分野における
排出削減への貢献

CO2

H2
H2

CO2
+

（Scope3,削減貢献）

（Scope1+2）

※1 バイオマス発電時に排出されたCO2の回収・貯留
※2 大気からのCO2直接回収・貯留

CO2

ENEOSの施策

カーボンニュートラル実現に向けた取組み



（参考）当社および国内外における気候変動対策の動向

・TCFD提言公表

202320222021201920182017 2020

・IPCC
 「1.5℃特別報告書」公表

・2040年長期ビジョン公表

➢「低炭素・循環型社会への貢献｣掲げる

・｢TCFD提言｣賛同表明

・5月、2040年CN達成を公表

（自社排出分）

・CN実現に向けた様々な取組みを推進

➢次世代燃料の事業化検討

➢再生可能エネルギー事業の拡大

➢水素サプライチェーンの構築

・新たなCN計画の公表

・トランジション・リンク・ボンドの発行

・CN戦略部、国内CCS事業推進部を新設

・CN基本計画のアップデート

・CN基本計画説明会実施（社外向け）

・ハイブリッド社債（1,000億円）の発行

・日本政府

2050年CN宣言

・日本政府

2030年▲46%宣言、

第6次エネルギー基本計画

・COP26

「グラスゴー気候合意」採択

・トランジション・ファイナンス基本指針公表
＜国内外の動向＞

・EUタクソノミー

拡張案公表
・G7広島サミット

首脳コミュニケ

・GX推進法成立

・ICMA改訂

＜ENEOSグループの取組み＞

【ハイブリッド債の発行】

財務健全性を維持しつつ、

トランジションに向けた

成長投資を行っていくにあたり、

 強固な財務基盤を確立
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国内初のトランジション・リンク・ボンド発行

（２０２２年６月発行）
3



「脱炭素・循環型社会への貢献」に強くコミットするとともに、

これを実現するために必要な長期資金を調達

年 限 10年債 20年債

目 標
（ ス コ ー プ 1 , 2 ）

2030年度CO2ネット排出量▲46％
（2013年度比）

2040年度CO2ネット排出量ゼロ

目 標 未 達 時 寄付または排出権／グリーン電力証書の購入を実施

発 行 額 850億円 150億円

発    行    日 2022年6月15日

トランジション・リンク・ボンド トランジションボンド サステナビリティ・リンク・ボンド

債 券 上 の
目 標 設 定

気候変動に関する
マテリアリティに特化

（なし）
気候変動に限定されず、

ESG全般のマテリアリティ

使 途 不 特 定 特 定 不 特 定

社債の概要

（参考）トランジション・ボンドおよびリンク型ボンドの類型

トランジション・リンク・ボンド発行目的、概要

Copyright © ENEOS Holdings, Inc. All Rights Reserved.



➢国内初となるトランジション・リンク・ボンドの発行

（目標設定型・資金使途不特定の公募債は国内初）

➢トランジション・ファイナンスとして国内最大規模（発行総額1,000億円）

➢国内市場で最多の投資表明数

（172社もの投資家様に賛同いただきました）

当社のトランジション・リンク・ボンドのポイント

Copyright © ENEOS Holdings, Inc. All Rights Reserved.
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（参考）当社排出削減に向けた取組みに関するプレスリリース一覧 (2022年5月以降)

カーボンニュートラル

戦略

CO2見える化

2023年3月 日本海洋掘削株式会社の株式取得

天然藻場再生事業においてカーボンクレジットを認証・取得HD 2023年3月

生物多様性に配慮した森づくりに関する共同実証を開始2023年1月HD

ENEOSグループのカーボンニュートラル計画 2022年5月HD

エネルギー供給のカーボンニュートラルに向けた共同取組み2022年5月HD

国内石油業界初製品別CFP算定・組織単位でのGHG排出量管理システム構築の共同検討を開始2023年3月エネ

国内CCS貯留事業調査に向けた合弁会社設立の決定 2023年1月エネ/開発

エネ 2022年11月 森林を活用した脱炭素社会の実現に向けた連携協定の締結

CCS+ Initiative への参画2022年12月

マレーシア・ペトロナスチャリガリとの覚書の締結2022年12月

開発

米国8 Rivers社との米国メキシコ湾岸における共同事業開発に関する覚書の締結2022年11月

国産バイオマスからのCO₂ネガティブ水素製造に係るBECCS一貫実証モデルに関する調査がNEDO事業で採択2022年10月

開発

マレーシアにおけるCCSプロジェクト開発に向けた共同スタディ覚書の締結2022年10月

CO₂鉱物化に関するJOGMECとの共同研究契約の締結2022年9月

エネ/開発 国内のCO₂排出源調査ならびに国内の特定地域のCO₂回収および輸送に関する調査の受託2022年5月

開発

開発

開発

開発

開発

JX石油開発による Petra Nova Parish Holdings LLC の持分取得 2022年9月HD

HD 2023年5月 ENEOSグループのカーボンニュートラル基本計画

2023年5月 航空レーザー計測を活用した森林由来Ｊ-クレジット創出事業における連携

米国大型森林ファンドへの出資2023年5月

CCS

国内

森林吸収

海外

共通

BECCS

他の自然吸収

国内

海外 エネ

エネ
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